
問
岡
山
ヤ
ク
ル
ト
と
い

う
会
社
が
平
成
２
４
年

に
来
ら
れ
た
。
雇
用
が

何
人
だ
っ
た
の
か
。

答
寺
尾
ま
ち
経
営
課
長

現
在
従
業
員
パ
ー
ト
を

含
め
１
８
０
名
で
新
規

採
用
は
操
業
開
始
か
ら

現
在
ま
で
１
１
８
名
内

訳
は
正
社
員
が
６
２
名

嘱
託
４
名
パ
ー
ト
５
２

名
そ
の
う
ち
和
気
町
内

の
採
用
は
２
７
名
で
あ
っ

た
。
令
和
元
年
時
点
だ

と
正
社
員
が
１
１
名
嘱

託
１
名
パ
ー
ト
５
名
の

１
７
名
が
和
気
町
内
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
。

問
佐
伯
地
区
で
は
ケ
ー
ブ
ル
工
業
、

桃
谷
順
天
館
、
高
槻
電
器
、
和
気
だ

と
ス
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
、
城
南
電
器
等

中
小
企
業
の
ほ
う
が
雇
用
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町
長
の
ほ
う
が
詳
し
い
の
で
は
な
い

か
。

答
草
加
町
長
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
経
済

の
状
況
も
一
変
し
た
中
で
、
井
原
市

が
大
手
を
誘
致
し
た
が
人
材
が
集
ま

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
東
京
の
ほ
う
の
企
業
に
見
て
も

ら
っ
た
ら
国
道
３
７
４
が
狭
い
、
人

材
が
あ
る
か
と
い
う
事
を
言
わ
れ
た
。

今
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
流
通
、
輸

出
、
輸
入
が
と
ま
る
と
マ
ス
ク

の
供
給
も
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
が
あ
る
。
そ
こ
で
大
手
企
業

は
内
需
を
カ
バ
ー
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
と
り
く
む
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
、
こ
う
い
う
経
済
状
況

の
中
で
企
業
進
出
に
消
極
的
に
な
っ

て
い
る
。
優
秀
な
企
業
で
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

問
来
年
度
か
ら
小
学
２
年
か
ら
５
年

で
（
学
級
）
定
数
改
善
し
て
い
く
和

気
町
で
は
ど
う
な
る
か
。

答
万
代
教
育
次
長

県
で
は
全
学
年

３
５
人
に
し
て
い
る
の
で
影
響
は
な

い
。
町
は
平
成
２
９
年
か
ら
１
，
２

年
生
は
３
０
人
学
級
３
年
以
上
は
３

５
人
と
し
て
不
足
す
る
教
員
は
町
費

負
担
教
員
を
採
用
し
て
い
る
。
町
費

の
採
用
が
な
く
な
っ
て
県
費
教
員
だ

け
に
な
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
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問
平
成
２
４
年
ご
ろ
父
井
原
地
区
で

山
林
の
と
こ
ろ
に
水
路
が
あ
る
豪
雨

期
に
そ
の
水
路
か
ら
大
量
の
土
砂
が

流
れ
て
民
家
１
０
軒
の
住
宅
に
入
り

土
砂
を
片
付
け
る
の
に
十
万
円
を
超

え
る
多
額
の
金
銭
負
担
を
要
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
補
助
対
象
に
な
ら

ず
各
戸
に
は
見
舞
金
が
少
し
出
た
程

度
だ
っ
た
。
そ
の
当

時
の
町
長
が
区
の
ほ

う
へ
来
ら
れ
た
時
区
と
協
議
し
て
対

応
し
て
対
策
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
現
実
に
は
対
策
で
き
て

い
な
い
。

答
西
本
都
市
建
設
課
長
民
有
林
内
の

山
林
崩
壊
等
は
公
的
に
は
対
応
で
き

な
い
。
し
か
し
令
和
元
年
五
月
二
十

一
日
こ
の
地
域
は
土
石
流
の
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
今
後
父
井
原

区
と
協
議
し
県
へ
の
要
望
も
し
て
い

き
た
い
。

父
井
原
区
土
砂
流
入
対
応
は

従野議員と西中が反対し賛成多数で可決
ドローンについて3年目最終年で決まっていた事業だからという理屈を

述べるむきもあるが、最初の開始の時点で述べたように、ドローンそのも

のに反対ではないが、かつて今回も利用しようとするFDDI社の代表取締役

に町長のご子息がおられた、今は違うといっても取り締まり役だったこと

は事実である、そのことにより地方自治法違反が濃厚である、包括連携協

定はあるが、和気町事業に協力してくれるということでしかないし、和気

ドームのリフォームの予算も前の大森町長の専決処分で実施しているし、

利用料金も規定を破って町民並みの格安である。今予算で800万程度でも

問題だ、また浚渫残土置き場の事業で和意谷地区は問題ないが、日笠地区

は住民合意もできていないし、4400万円の設計費と950万円の土地取得費

は問題である。話もできてない土地所有者も1人おられるようだし、塩漬

けになって不要な土地が残らなければよいが。備前市八木山に残土置き場

がすでにあるのではないか、三石と和意谷で当面は残土置き場は間に合う

のではないのか、また大国家の文化財の補助金は本来7000万円でいいもの

が、今回の1080万円を認めると最終的に1億1889万6000円ほどの高額にな

る。また隣保館管理費1674万円人権啓発推進費1359万円集会所管理費191

万を合計すると3225万円あまりの人権予算は差別を解消するといっている

が差別を残すことになると思う。

中
小
企
業
の
ほ
う
が
雇
用
効
果
大
で
は

小
学
校
35
人
学
級
で
ど
う
な
る
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平成24年土砂流入あった父井原区

令和3年度和気町一般会計反対討論

5月中には完成予定の矢田地区工業団地

日笠上残土処分場予定地平面図3.8ha



一
般
会
計
予
算
で
は
日
笠
上
区
の

浚
渫
残
土
置
き
場
の
予
算
に
つ
い

て
本
会
議
で
も
厚
生
産
業
委
員

会
で
も
問
題
に
な
っ
た
。

地
区
民
へ
の
説
明
を
し
た
の
か
問
う

た
ら
、
地
元
の
区
長
と
数
名
の
地
権

者
に
は
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
議
会

で
議
決
い
た
だ
い
て
か
ら
す
す
め
る

と
町
長
は
答
弁
し
た
。

ま
た
働
区
で
は
役
員
会
で
説
明
を
実

施
し
て
い
る
が
日
笠
は
で
き
て
い
な

い
と
答
弁
。

ま
た
工
事
費
は
予
算
化
さ
れ
て
い
な

い
が
、
面
積
は
、
３
．
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
２
０
万
㎥
に
も
達
す
る
わ
け
で

２
億
円
は
下
ら
な
い
と
と
の
予
想
で

あ
る
。
三
石
に
す
で
に
浚
渫
残
土
置

き
場
は
あ
る
し
働
区
の
置
き
場
（
面

積
０
．
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、
３
万

２
千
㎥
）
で
当
面
し
の
げ
な
い
か
と

思
う
し
、
な
ぜ
町
の
一
般
財
源
と
起

債
（
借
金
）
で
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
か
説
明
不
足
で
あ
る
と
思
う
。

町
長
の
説
明
だ
と
有
料
で
残
土
を
受

け
入
れ
る
の
で
大
丈
夫
と
の
こ
と
で

あ
る
。
で
も
浚
渫
す
る
河
川
の
土
の

量
が
わ
か
ら
な
い
し
、
計
算
根
拠
が

大
変
不
透
明
で
あ
る
。
ま
だ

説
明
で
き
て
い
な
い
地
権
者

も
あ
る
と
い
う
の
に
、
売
却

し
な
い
と
な
っ
た
ら
、
設
計

費
の
４
４
０
０
万
円
等
む
だ

な
予
算
を
使
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
。
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令和3年度新規事業
佐伯庁舎耐震補強事業 3860万円

役場佐伯庁舎の耐震補強、外壁補修及び屋上防水工事

浚渫残土等処分場整備事業6211万円
水害を防ぐため日笠上地区へ残土等処分場を整備し町内

河川の浚渫残土の受け入れを行う。働区の処分場は土地

だけ町で購入し県が整備する。

藤公園藤棚改良事業 5500万円
老朽化した藤棚を2年間で改良する（継続費）

（令和4年度に2500万円予定。）

避難所環境整備事業 539万円
指定避難所にWiFi整備、備蓄スペースのない指定避難所

に簡易備蓄倉庫を整備。

家庭の省エネ対策加速化事業 360万円
地球温暖化対策として家庭への省エネルギー化設備導入を支援

歯科健診事業 97万5000円
歯科疾患早期発見と保健指導治療を促進、成人歯科健診と妊婦歯科健診

空家片付け推進事業 50万円
空家に残る家財道具等の処分に要する経費に補助金

従野議員と西中だけ反対

令和2年度の和気町和気

鵜飼谷温泉事業特別会計補

正予算の繰越金2886万円ほ

どを入金して、一般会計か

らの繰り入れはしないでも

運営できるようなことが出

ているが、今のウイルスの

感染状況や国民経済の厳し

さは、安易に鵜飼谷温泉の

営業改善できるようなもの

ではない、昨年温泉の経営

改善の計画を出されたが、

経営改善に結びつくような

抜本的な改革案は示されな

かったし、経営の最高責任

者である町長の営業に対す

る目標や温泉改革の考えが

示されていないのでこのま

ま行けば、年度途中で一般

会計から繰入の予算が示さ

れるのは目に見えている。

令和2年度は8000万円ほど

の赤字経営になるようだし

令和3年度も確実に和気町

民に負担をかける結果にな

りはしないかと危惧する。

ぜひとも経営改革のめどが

出されるような予算作成を

促すためにもこの予算には

反対させていただく。

令和3年度温泉特別会計予算反対討論


